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作物の経営陣分類（その1）

桃　　野　作次郎

1，課題の提起

2．　作物の経営的分類の方法

（1）　集約度による分類

（2）使用価値による分類

（3）　種類鋼生産物の各種弾力性による分類

　　　翰　需要の価格弾力性による分類

　　（口1需要の所得弾力性による分類

　　　的　需要の代替弾力性による分類

（4）人口扶養力による分類

（5）　作付節による分類

1　課題の提起

　農業経営研究の領域で転土地利用に関する研究は理論的、実践的の双方にまたが

りきわめて多くの業平があるばかりでなぐ、経済社会の発展が新らしい段階に直面

することに、従来の研究業績への反省を基礎に新らしい研究が企画され、それへの

解答が試みられて来た◎

　このような動向は将来永勃にく夢かえされ止隔ることがなかろう。何故ならぱ、

土地利用は農業経営研究の中心課題である経営組織の基礎（Fu籍denne轟童al

phase　of　fa∫1η◎r暮a面驚飢lo焦）をなすとともに気分析的には経営組織統合の

水平的部分（且orlzon掘l　pad◎f£o　be　l脈egra£ed飴rねr醗◎rga一

磁額・のでも齢が・輝営の基戴砿の土地漱の劫雄灘もって澄り・

それらは入為的に（少ぐ臨短期蘭には）変えることの出来ない亀のだからであるQ

すなわち、土地は

1）　地理的な固定性と広がりに慶いて痛然と社会を占有しているゆ

2）　土地はそれぞれ特有の罷沃度を有し、労鰍資本の投入量に対し一定の法則
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性（収穫逓減の法則一Lawof　dl謡揺S難拠墓re辛口　一）を発揮する“

　したがって土地が経営の要素として生産に参加する場合、それは常に他勤的であ

る◎

　これに対娠土地を利用する入間嫉その需要充足を海え談なぐ成長させるため

に経済社会の発展に対応することぐ土地利摺に対して常に主体性（経済的効率）

を発現する◎いいかえると、経済社会の進展が歴史的悔必然的なものであることか

ら土地利用に間する穎らしい試みが行われるのは当然で、この種研究課題が泉のご

とく出てくるのはけだし当然というべきであろう。

　しかして、経済主体である経営者はその目的を達成するための具体的な手段とし

て、資本並に労働の生産能性（Bfflc韮e鍛cy）を一層高める努力をする。この努力

は土地と作物の協同を基礎とするが，土地利用を基礎としてみるならばそれは正に

作物の栽培を媒介とするものである。農業経営組織の決定誕あたり、

1）　如何なる種類の作物を如何なる比率で作付すべきか。

驚）　それぞれの作物の単位面積穿り収量水準は如何ほどにして澄くべきか。

　が重点的検討課題となることによく証明されているといえよう。

　記述するまでもなく、溢血経営はその内容を生産過程と価薩実現過程に分けるこ

とが出来る、前者は寧ろ使用価値の問題であり、後者は交換価値の範曝であろう。

経済の発展段階が自給自足的時代にあっては一般に使用脊髄に重点をおいた作物選

択が支配的であったが、商品経済の進展にともない作物選択は交換価殖、つまり社

会的価値の実現に重点を指向して来たといえよう。かくて個々の経営における作物

は、単なる作物として存在するのではなく、その栽培を媒介として±地、資本、労

働を一元化し、個別経営の発展にとっての需要充足をうらずけるものであるといえ

よう。

　以上のように理解するならば、作物も又それ図体が露然である故に圏それぞれの

性格が整理され、主体である経営者の経営組織決定を容易にすることぐ研究整理さ

れなければならないQ

　この稿ではとりあえず経営形態の変貌の動向を規定した外部的，内部的要因とし

て、性格を異にした作物がどのような関わりを持つようになるのか、それは又個別

作物の持つどのような性質：によるのかを見究めようとしたものである。
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2　作物の経営的分類の方法試案

　農業経営組織ほ土地利用を基礎とするもので嵐土地利用はいわは経営組織決定の

平面的部分に対する配慮にすぎないカ㍉経営の占有する資本，労働力、地力など、

いわゆる利用可能な資源の旧約の下に冷ける経営組織の決定は平面的な配慮愛基礎

としながら、垂直的統舎に関する配慮が必要となろ％

　このことぐ、作物選択は正に経営組織の具体的統禽鷺基礎ずける竜ので．それは

又全経済構造との関連において位置ずけられ且発展すべき経営にとって嵐それらの

統合は単なる短期的な最大収益を醤標とする憲うな土蛾利用の体系（作付体系）に

分ける作物選択ではなく．再生産組織体（即1鍛暮G◎鵬e齎）として短期．長期の

経営課題が解決されるような、いいかえるならは，生産過程と価値実現過程が不可

分の関係にあると同時にそれが相互に補完し盈発展し鴛る関係鷺確立させるような作

物選択であることが大切である⑪し允がって駕以上のような配慮登充すには個々の

作物が、α1その収益性に澄いて、（21将来生産に関する土地改良と保全に澄いて、

（31欄々の経営に所属する或は占有し得る労働気資本などの能率的運矯を十分ならし

める等々の媒体的性質をもっていることが大切である⑪

　以上のような考慮に立脚娠作物の経蛍的分類を試みるならば次のような方法が

考えられようΩ

《1）集約度による分類

　商品経済の進化にともなう経営の主体的行動の振標は純収益を考慮した需要充足

の最大、いいかえるならば最大の分配分の実現を追求するであろう◎ことに労働力隔

資本の殆んどが個別の経営に所属しているいわゆる家族経営（F脚llyFam）に

齢いては、純収益プラス要素醗役の最大分配分駕つ寮り当該経営の需要充足を最大

ならしめるような媒体を選択することはいう職でもない。

　もとより経営に所属する土地は触力に澄いて、経済立地に冷いて多様であるばか

りでなく、個々の経営の処理し得る労働力嵐資本に制約があり、他方個々の作物は

その生育完了のために必要とする労働、資本の：量が違うこと、他方、個々の生産物

に対する市場の要求度も経済社会の変化によって変ることから、経営饅的饗達成す

るための媒体としての作物の経営経済的取扱いに関しては慎重を期すぺ登ことは当

然であるが、一般に凡ての作物は収鐙と純収益の聞にはきわめて高い相関が存在

　　　　　　　　　　　　　　　　　一蓋§＄一



することから㌔個々の作物栽培が要求する資本鬼労働の量は、それぞれの時代に澄

ける惑該作物生産の社会的評価を示唆する竜のと竜考えられる⑪したがって作物の

経営的分析の第一の摺標として生育奮完成するに必嚢とする労働、資本の量をもっ

て分類することに十分の意義を認めようとし淺ものであみ。

　第三表は農産物生産費調査結果を基礎に五〇アール当り集約度序列を資本と労働

に分けて整理したものである⑪この表で資本集約度とは慧第1次生産費から労働費

を差引いた竜のであり、労働集約度とは10アール当わ生産のだめに必要とした労働

時間を指している⑬第盈表は所要資本の多い竜のから序列を附し（第1表左らんの

ごとぐ）胤謡うりから育刈燕麦霞での＄◎種類に及んだ。問様の要領で労働集約度

序列を（第1表の右側らん）資本集約度序列と対比して考察すると、そこにはき

わめて興味ある黎情を見ることが出来る⑪すなわち．資本集約度の高い作物は労働

集約度も高ぐ．この両者は如何に多ぐの作物を並べても極め噸 ﾄ強い相関のあること

が判然としている。もちろん作物の申には資本集約度と労働集約度の相関が一

般的傾向の枠から離れているものもあるが．その偏差は小さく、それらはむしろ当

該作物の生産過程の改善に欝ける進歩、停滞の状態を示唆しているものと考えられ

よう◎

　したがって集約度による作物分類を通じ．経営に訟ける作物選択に離し一般論と

していい得ることは圏瘡陶土襲、資本蓄積の乏しい段階の経営、市場から遠隔の地

にある経営、労働力保有の少い経営はともに集約慶の低い作物の選択を指向し、肥

沃な土地、資本蓄積の多い経営、市場近接地の経営、労働力を多く保有する経営は

集約度の高い作物選択を指向するであろう。

　資本蓄積が乏しいが労働力の保有が多いので集約作物を選択するとか、労働力の

保有が少いので資本集約度の高い作物を選択するといった㌔正に作物選択に齢いて資

本と労働の代替が容易であるといっ疫考えは許されない◎個々の作物は第1表全面

に震かれているように駕それぞれ特定の幅つまり確定した資本と労働の集約度を要

求していることを見究めてむぐべきであろう際

《2）使用価値による分類

　入類の歴史はその初期に訟いて自然との完全な協調の下にその経済を再生してい

た◎すなわち風再生産に必要な食糧嵐衣料㌔住い或は外界から保護するための環境
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第1表　　作物男駆eアール当り集約慶：序列

資本集約 鎗α当り総噸爾 労働集約 切α当り

作　　物　　名 （第1次生産費 投下労働
序　　・列 ～労働費） 序　　列 時　　漉

き　　う　　り 1
　　　〈SO、8轟9

玉 5エ歌？㈲

た寮　ね‘ぎ 2 58，0S9 3　L 玉89．？

な　がね　ぎ 3 愚◎，◎55 2 a5垂．2

す　　い　　か 喚 a9潟25 6 13鶏．G

な　　　　す 5 3？、9轟？ 4 183．3

り　　ん　　ご 6 35，8烹7 6　h 1忌垂．3

夏きゃべつ 7 乞L66！ 8 11◎．？

は　く　さ　い 8 窯8，7？2 9 9＆蛋

種子用馬鈴薯 9 玉8，518 1　3 62．？

米 1　⑪ 1？，83王 1　0 89．5

て　ん　さ　い 三　1 玉§、5藤亙 16 50．O

家畜び一と 1昆 15，潟3e 1　至 ？0．5

早きやべつ 1　3 13，／86 ？ 115．6

原料胴馬鈴薯 1　曇 13謀01 19 喚3．玉

は　　っ　　か 1　5 10，8？2 2　曇 24メ．6

ル　タ　パ　　カ 1　6 箕0，508 1　8 徳8．8

家畜　カ　ブ 1？ 1⑪，282 1　唾 59．7

に　ん　じ　ん 玉8 9，94審9 1　2 63．5

ビ　ール　麦 1　9 9，558 19 蛋3．1

ゲントコーン 2　0 9，G玉6 2　1 27．8

え　　ん　　麦 2壌 ？，＄54 2　5 21．5

だ　い　こ　ん 2　2 7，昏9§ 玉　5 52．4，

登科牧　草 2　3 6、go蛋 3　3 25．7

小　　　　麦 2　4・ 6β3芝 驚露 26．8

あ　　ず　　き 2　5 6，？85 2　§ 21．5

いんげんまめ 乞6 6，488 2　7 20．？

だ　　い　　ず 2　7　． 5．8？’1 2　0 29．6

混牧草（イ赫柱） 盆8 嵐618 艶　8 14．5

混牧草（マメ科主） 驚9 曇，520 30 δ．6

青刈えんばく 30 ！，＄96 2馨 ！玉．蛋

註，資料；農林省北海道統計調査事務所刊，昭和蝿年度生産費調査報告書

一玉◎5一



整備或は健康維持の為の薬物、刺戟料などはすぺて、それらの含然の中に求め、次

いでそれらの中からその土地に最も適応し痩ものを栽培し、収櫻調整利用していだ。

　交換経済の進展とともに、農業生産は市場法則によってそれぞれの立地は比較有

．利性の原理により、それぞれの自然的、経済立地的性質によって特化した。

　経済社会の発展は生産立地め特化つまり主産：地化に止唆らなかった。すなわち科

学技術の発展は植物的生産物である蛋白、脂肪．炭水化物をし七、全ぐ生成を異に

した鉱物資源或は化学的産物と競含させ或は代替さぜるに至り、昂る種の農産物は

本来的意義を著しく低め、或る種の生産物は従来にも：増し大きな価値を加えた。こ

のような動向は庖然科学に腐する農学者に多ぐの刺戟を与えた、すなわち彼等は従

来よりも弾力性と強さを持ち且産出量の多い繊維奮生産する綿品種を開発したり、

油倉有：量の高い大豆品種の育成、油及び蛋白含量の多い玉蜀黍の育成或は害虫防除

用のニコチン含量の多いタバコ品種を膏成、砂糖含有量の高い甜菜品種の開発、さ

らに’含成ゴ奉の能率的生産を可能ならしめる含有油の高い玉蜀黍品種の開発、玉

回忌から紙を製造す・る技術の開発、綿の繊維素を原料として爆薬、入造組糸、セロ

ファン等を製造するなど、農産物を原料としている工業が次第に増加している。

　このような現代社会に澄ける農業生産物の多目的利用の晶晶は使用価値の変化を

通じて経営に冷ける作物選択に変更を与へる大きな要因となるもので、かかる意味

で作物を使用価値の側面から分類して旧くことは十分意義のあること㌧考える。以

下それらについて列記しよう◎

　ω草類（Pas£ure　cr・ps）

　草食動物用の作物で一切の牧草及び放牧草地を含む。ブルーグラス（BlUe　gfass）

レッドトップ（R£虚OP）、オーチャードグラス（Orchard　grass）などの禾本

科牧草、クローーバー（Clover）、アルファルファー（Alf訓fa）、スウイートク

ロバー（Sweet　cIover）、レスペデザ（Lespedeza）等の董科牧草をあげるこ

とが出来る。一部の牧草とくに董科牧草は輪作にくみ込まれ他の穀薮作物と同じよ

うに収穫されるが、その儘放牧用にもなる。永年草（Per搬anent　pas拠ere）と

して当初収穫するが・数年後は年々収穫せず放牧地として数年或は10数年に亘って使

用する◎

　（2｝乾草用作物（Hay　crops）
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　殆んどは牧葦で慧その茎葉を乾燥しいわゆる融yとする邸チモシ魂レッrトン

，広オサ岬沙ラスなどの禾本秘ア・げア…汽如一．パ㍉スウトク・

一パー、レスペテザなどの豊科牧草はともに乾草作物として重要な地位を占める⑪

　（3）子実作物（Cereal　cr叩s）

　植物生産に分ける子実の部分奮罵うる竜のである⑪小麦．燕麦．大麦．ラィ颪

玉蜀黍、蜀黍などが代表的でありギ子実用亜麻鵠蕎麦覧黍など臨含震れる。

　勧　繊維作物（F応er　crops）

　繊維生産力噸的で菟綿（Co震。鍛）鬼亜麻（F縁x）㌔ヘンプ（蕪e㈱〉が代表

的である。

　（51根粟作物（Ro◎重crops）

　地下に目的とする生産物をも允らす作物で実際に根（洩。◎電s）の部分奮生産の対

象にするものと属塊茎（覧b鍵s）つ震り地下茎を擦的生産物とするものがある。

根（Rρ0重S）を対象とする作物は》てんさい（S亀礪鍵鷺e鏡S）カブ（Tu鵜ψ）

ルタバカ（R・u案aba慧勘）曳家畜ビート（S篇。鼠一b¢償S）等の作物で㌔塊茎

（？ubers）作物の代表的なものは馬鈴薯（P◎ねto）冤貫藷（Swe醗．？○捻to）

等である。

　（ω　薬用作物（Medic硲alcr◎P＄）

　ペパミント（P・PP・繭・の・スペ笛アミント（鞭慮m瞬）潮脚彪ンジン

（G丘asen慕）、ニが資モギ（Wor鯨wood）㍉ベェラドンナ（Belねdo三漁我）などこ

れである。

　（？1嗜好作物（sHmし叢1鋤£α。ρs）

　タバコ（？ab段co）紮茶（〔£ea）触コーヒー（C◎f齢e）ミコ凝ア（Cocoa）等

　（8）砂糖用作物（S翼g麗cr◎縄）

　三三（S…槍ar　cane）憶てんさい（翫農霞be磁）、モロコシ（8◎rgh狸鵜）

が代表的であるQ

　《3）　種類別農産1物の各琴重弾プア漣に：よる分類

　　（イ）需要の価格弾力性による分類

　　従来農産物の豊凶変動が価格に大窓な影響塗亀たらし允⑬しかしその程度は生

　産物の種類によって著しく相違しているゆ允とえぱある種の農産物の玉O％の増
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　加は従来の価格奮20％低下させ，ある生産物では30％臨低下させるものもあ

　る窃～般に生産量の増加或は滅少が緬絡と飼の蘭係も示さないというものは殆ん

　どないといってよいほど、生産物の増減が直ちに価格変動を引き起す◎このよう

　な収穫量の変化と晶出変動の程度との闘係を需要の価格弾性というが、すべての

　生産物はそれぞれ特有の需要の弾力性を持つことから曳自然変動や経済変動の予

　測は作物選択上考慮すぺ嚢重要な点で冤このことを出船として作物分類をする意

　義は十分に評価されるであろう◎

　　何　需要の所得弾力性による分類

　　需要の所得弾力性というのは所得差に対する需要量の感応性を指標とするもの

　で、所得が増加するにしたがって消費：量が急激に増加するものと、所得が伸びて

　もその消費が緩慢にしか伸びないものがある。たどえぱ主食である米や麦に関す

　る所得弾力性は一般に小さぐ、ついには負の値を示す場合も出るが、これに反し

　所得の増加は他の物頭に対する弾力姓は強くなる。例へぱ奢嗜品、住居財など、

　食糧については生乳曳乳製品、肉その他畜産物或は生鮮野菜、果実に対する所得

　弾性値は高い贋得弾性値を示す。

　　一般に国民経済の発話にともなう…入当り可処分駈得の増大は食糧摂取・ぐター

　ンを植物性から漸次動物性に移行させることから動物性食悔いいかえるならば畜

　産物の価格は相対的に土向きとなるであろう。又畜産物生産のだめの飼料作物の

　収益性臨高網るであろう。しだがって経営に臨ける作物選／ノミは各生産物の所得弾

　雛三値を指標として分類して澄くことの必要性が十分に認められよう◎

　　の　需要の代替弾力性による分類

　　代替弾力性とは生産諸冷評の価格比の変化率をもって旗かかる変化Q結果生ず

　る使胴無比の変化率を除したもので、軟質小麦と硬質小麦の代替弾力性とか、馬

　鈴薯澱粉と甘藷澱粉の代替弾力性、異った濃厚飼料間の代替弾力性にみることが

　繊来よう。代替弾力性の低いものと然らざる生産物の需給量の変化が価格に及ぼ

　す影響は著しく違うことから、その程度を生産物毎に整理し作物分類をして冷く

　ことは経営効率の完からしめる上でも重要で浸ろうb

　以上あげたいくつかの弾力性は．供給量曳価格、分配所得の変化或は生産物間の

使用価纏：上にみられる代替性などによってそれぞれ固有の変化率を示砥それえの
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対応が経営の作物選択にとって嚢わめて重要なことが示唆されている⑪ここではそ

れぞれの弾力性係数を列記するζとは省略する⑪

《墨）入口扶養力による分類

　食糧をめぐる経済問題を長期にわたり観察するとα）入口の増加、回栄養摂取量の

増加、←ナその他盤産物の加工利用をめぐる問題などを撃てさすることが出来る。

しかし結論的にいい得ることは、いつの欝か最大の人口扶養力を可能にする土

地利用、作物選択どは如何なる屯の廠のかを問われるであろう。もと濫り土地

の豊艶と作物生育の間には密接不可分な協調関係があ夢又そこには収穫逓誠の法鮒

か作罰していることか臥土地の歩度に対応し允作物選択愈必然ならしめるであろ

うが、その結果どの程度の入購扶養力が可能かを栄養学的に且つ幽然原理的に掘握

して齢くことは、経済社会や国際纂情の変動が予想さ沸る中で嚢わめて重要である蘇

たとえば第3次世界大戦勃発の初期曳襲本縫業の保有してい流家畜頭数は髄か数ケ

年の戦争経済の下で皆無に近ぐなったゆ煮の繁は川本ばかりで庶ぐ、大戦下のト’イ

ソ、イタリー㌔フランス蔑その他の多くの国々に論いて竜全く同じ様相を示し疫。

このようなことは正に農業的土地利用効率が終極的に聞われる課題で臨あろう。こ

れは穀救生産の単位面積当り入臼扶養力が畜産物生産的利羅に比べ遙かに高いため

である◎このことは養畜部門を組み入れている経営や今後組み込臨うとする経営に

とって組織決定をめぐる基礎資料といえよ％

　以上に関する資料として悔少し古く悔且我が国のものでは用いが課題に対して多

くの示唆を募えるものと理解されるので掲げたのが第2表である◎

　この表が示唆している玉つは着し栄養摂取に禽ける栄養素闘の代替が可能である

ならば「てんさい」の扶養力は最も平ぐ駕畜牛のそれは．てんさいのし2％以下に

すぎなぐなる。若し食最として調和のとれた栄養素含鼠を必要とする条件とするな

らば、最大扶養力を持つものは入参．米．玉蜀黍．玉葱、馬鈴薯となるが．貯蔵性．

輸送性といった商晶経済社会の機構に合致して高い価値な主張する屯のは米、玉蜀

黍でこれに次いで小麦、菜豆等と簸ろうの畜産物は一般に入鷺扶養：カに恥いて低い

がもと竜と葦喰動物であり穀蔽生産にとって：不適な土地利驚手段としてとり入れら

れたものであり、次いで農業一般には経営の叢要部門徹補完する機倉慈を欝するとし

て穀寂農業経営組織の構成に組み込震れ流臨のである⑪この煮とから畜産物なかん
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第2表　作目別単位面積当り入口扶養力比較（入臼）

　　　（1エーカ当り平均壷出山熱鼠蛋白、脂肪、カルシューヘヴィタミン）

　　平均産出科目
@　　　　側作目名

熱　　量

@（日）

蛋　　白

@（鋤

胎　　肪

@1濁

カルシ凱一ム

@（醸1

：重要ヴィタミン

Tつの合計

@㈹
翻場作物

菜　　　豆 垂1？ ！，玉至6 、？！ 656 重83

玉　蜀　黍 ？25 ？？3 39蛋 ／36 7喚0

馬　鈴　薯 806 8蔓2 藤3 ＄91 2潟喚？

米 855 ？？3 裏s3 351 754

て　ん　菜 2，199 o o 0 0

小　　　麦 墨05 527 蛋1 81 77

生鮮そさい

、

甘　　　藍 a？3 ？73 三1（｝ 2，235 6，303

入　　　参 878 玉，G◎9 235 2，869 3G，5『00

玉　　　葱 ？69 951 133 1，900 L639

青　碗　豆 三70 慈86 27 1蛋0 96喚

ト　マ　　ト 1咳議 26s 7喚 255 2，3喚6

果実・果菜

り　ん　ご 蛋01 80 100 ユ4G 484

冷れんじ 769 582 茎3｝ 1，898 ？．15φ

い　ち　ご 12G 1◎三 ？o 308 L552

畜　産　物

畜　　　牛 27 7ワ 88 4 4？

卵 5蛋 188 158 70 98

豚　　　肉 183 玉29 765 7 228

牛　　　乳 108 236 2含5 696 15？

註資料Raym・・dP・Ch・ls窒e薮・¢・鱈fゴlcie・亀Use・f　F・・d　Res◎u・ces

　　　　ln亀｝le　U．S・A　19弼・Bulie㌻ln　No　963

　1入当換算：値：熱量瓢3β0◎カロリー、蛋白隠？G臥カルシユーム罵800ミリグラム

　　　　　　　鉄鶏12ミリグラム、ウ旨タミン羅5ρ00国際単位　脂坊＝全熱量の2G～25％

　玉工一力諏狙，5アール

一1．ユ．0一



ずく草喰動物の生産物の人口扶養力の低さ奮その譲震評鋤することは、さけねばな，

るまいQ

（5）作付節による分類

　農業経営組織に賢いて、第一に考慮すべ琶上級課題は最大の地代であり、同時に

将来に訊（てより多くの地代を生み出し得る地力の維持増進を考慮することこれで

ある◎

　このだめ、単作の弊害として経験している地力低下、土壌流亡をはじめ、これら

を主な理由とする病害虫の発生等のPl矧sicalな犠牲や作物生育の季蘭性に規制さ

れる労働並に機械力の遊休化と集中化等による生産費の増加などは直接経営内

部にあらわれる弊害としてあらわれる力瓶丁丁的には農産物～般にみられる需要の

価格弾性値：の支配を受：け》時にその影響は経営の存続を危くレだことは従来経験的

にも、歴史的にも明かなこと気それ故に経営の合理的組織の基礎を土地利∫肪式

にお・くこと、いいかえるならばその土地利縮に響ける地代最大化を方向ずける輪作

式に委ねることを科学的と検証されたのである。

　一般に輪作式が経営含理化に撫いて理念的であるといわれる所以の屯のは、以上

に述べた任意の作付式を適用する結果予想される弊害を隙止するばかりでなぐ、次

のようないくつかの機能があ鉱しかもそれらが混然一体として生産要素を統合し、

資源利胴の効率を最大化するとζろにあるの

　α｝土壌の物理化学的性状を改善し淘いわゆる可給態養分の供給を増加テるとと

　　もに土壌容量を六．きくし。投下に対する受容力を増す⑪

　（ロ）補完領域を最大ならしめる作付節の申には禾本科．董科牧葦など或は根菜類

　　が入ることから三蓋部門の拡充或は養蓋部門最大の生産費用都門である飼料供

　　給を容易にし経営の発展を容易にするゆ

　の　労働力や機械効率を高める。即ち経営に痴いてロストとして保有する労働力

　　機械施設等の平面離、時闘的参加志望ぐすることによって生産物に転化する労

　　働及機械費用を小港ぐすること塗可能とする轟

　←｝生産物生産に冷ける農然変動の影響鷺最少にするばかりでなく嵐価格変動の

　　影響を最少に喰い止めるQ

　困連作は自然界の均衡を破かいすることから病害虫発生を多くし、防除
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　　の為のコストを高めるか或は時として決定的災禍を識ぬがれないが、輪作は生

　　態系の確立を最少限保護しあるべき翫ol◎齢を守る◎

　←9　EcologyとEcO熱ornyを統～し流輪作式は驚給電食糧、飼料を最：大且安定

　　的供給を可能にする。　　　　　　　　　　　　　．

　（の　経済変動の影響を最少にし幅収益性の安定と発羅の程度を予測させる◎

　しかし以上のような条件をみたすのは抽象化されだ輪作式ではない。それぞれの

土地条件、市場条件、無徳の発展段階、さらには楽該経営の姓氏などにより特定の

竜のである◎もともと経営は社会的に評価されるべき生産力の撞い手でもある限り、

そこでの輪作式は澄のずから．可能な限り以上に掲げ疫条件を充すものでなければ

ならないことは記すまでもない。しかしかかる条件を具体的に検証する基礎となる

ものは正に2つ以上の作物結合にみられる補完㌔補叡競合の諸関係である◎経営

者は作物選択にあたって先ず第1．に．補完関係の大きい作物結合に着目し、次いで

補合関係の強い作物を見出すであろ㌔経営者は如何なる事情にあっても競合関孫

をもつ作物結合をしてはならな〉、◎

　補完、補合暮露のあらわれ方は土地条件によって違うことから、その対応は作付

比率の上に反影しなければならない◎A地に慶ける補完関係の極大をもたらす作物

塾舎のタイプが他の地でも同じような補完関孫を示すことは殆んどないばかりか他

の地では補合状態を超えて競合関係として現象していることは自明のことである。

このような事情の故に、農業経営にお・ける地代最大化の条件は、その土地に最も適

した作物の選択にあるといわれているのである。

　以上の理由から、作付節（輪作式決定に齢ける最小結合単位）を指標とする分類

は経営的分類中最も有意義のものと理解される◎もとよりこの分類が科学性を持つ

ためには土地分類と併せて検討されるべきで、その結果は次号に掲げることNする◎
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